
鹿児島国際大学看護学部看護学科 

審査意見（６月） 

資料目次 

資料１ 養成する人材像と3ポリシーの相関 2 

資料２ 看護学部看護学科カリキュラムマップ 3 

資料３ 看護学部看護学科開設科目一覧 4 

資料４ シラバス 5 

-審査意見（6月）（資料）-1-



■養成する人材像と3ポリシーの相関

人材養成像 ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー

CP5：初年次から、「生活機能援助論」を開講し、看護への
関心を専門職としての知識 ・スキル・態度の修得に方向づ
け、主体的な学習態度を修得できるように配置する。

CP6： 「生活機能援助論」は、基礎看護技術と専門領域の
技術を統合して教授する。そして、対象の健康状態や出現
症状を適切にアセスメントし、援助技術を考案・実施・評価
することにより、どのような場においても対象に必要な援助
を自ら判断し提供できる看護実践能力を育む構成とする。

【カリキュラム編成の基本的考え方】
CP1：人材養成像を基に、保健師と看護師の役割を統合して
果たせる看護職を養成するためのカリキュラムの主要概念を
「いのち」「人間」「暮らし」「健康」「看護」とし、教育科目を設定
する。

CP2：全開設科目を、看護構想、看護実践コア、 看護実践能
力育成、看護探究の科目群に分類し、体系的に編成する。

CP3： 1～2年次には、キャリア教育を含む幅広い総合的な内
容からなる共通教育科目とともに、主要概念に基づく看護構
想科目群を主体的に学び、豊かな人間性を有する自律した医
療人としての基礎を育む構成とする。

CP4：学生が看護職としての専門性を築きつつ、着実に看護
実践能力を修得できるように、学生の意欲・関心を起点とし、
それらを拡大発展できるように授業科目を配置する。

CP7：看護実践能力育成科目群は、保健師と看護師の役割
を統合して果たせる実践能力を育成するために、対象の健
康レベルを枠組みとして、健康な人を対象とする健康増進
看護、健康障害を有する人を対象とする健康回復看護、さ
らに長期療養を必要とする人を対象とする長期療養生活看
護として編成する。また、多職種とのチームケア能力を育む
ために他学部学生と学ぶ時間を設けた地域包括チームケ
ア論や災害支援論などの発展科目も配置する。

CP8：実習では、最初に「既修得理論・技術」の学習の時間
を設ける。また、実習後には、実習内容を整理・統合する
「実践と理論の統合」の時間を設け、看護の役割の明確化
と自覚を高めるとともに、自身の看護実践を説明可能なも
のとできるように構成する。

CP9：初年次から、多文化について学び国際的視野を養うと
ともに、「暮らし探索フィールドワーク」等により人々の地域
での暮らしに関心をもてるようにし、社会に貢献する看護を
様々な視点から探究する「卒業研究」に発展できるように編
成する。

AP1：看護学を学ぶ上で必要
な基礎学力及び対人関係能力
を有する人。

AP2：身近な問題を多角的・論
理的に考え、説明できる人。

AP4：いのちをとうとび、はぐく
み、つなぐことに関心をもち、こ
れを専門的に学ぶことに意欲
のある人。

AP3：自身の体験したことを振
り返り、他者が理解できるよう
に説明できる人。

AP5：看護に必要な知識、スキ
ル、態度を身につけることに熱
心で、それらを発展させる意欲
のある人。

AP6：地域に愛着をもち、地域
のよりよい医療看護の発展に
貢献したい意欲のある人。

いのちをとうとび、
はぐくみ、つなぐこと
を基本姿勢とし、

人々が地域において
健康的な暮らしを営
めるように、

よりよい健康課題の
解決法を探究しつつ
取り組むことができる
看護職

DP8：よりよい看護実践に意欲
と関心をもち、グローカルな視
点を基に探究し続ける姿勢が
身についている。

DP14

DP1：いのちについて多角的
にとらえ検討して説明できる。

DP
1～13

CP
1～4

CP9

DP6：対象の尊厳を護る態度
が身について いる。

DP5：対象の健康課題を解決
する能力が身についている。

DP4：対象から信頼される関係
を築くことができる。

DP3：様々な健康レベルにある
対象の生活・健康状態を根拠
に基づいて判断する能力が身
についている。

DP7：地域包括ケアチームにお
いて保健師と看護師の役割を
統合した看護の専門性を発揮
し、協働できる能力が身につ
いている。

DP
9～13

CP
5～8

DP9：その人らしい地域
での暮らしを支えること
ができる。

DP10：生活に密着した
予防活動を行うことが
できる。

DP11：健康課題の解
決を手助け、支援する
ことができる。

DP12：生活機能の回
復・維持を手助け、支
援することができる。

DP13：健康的な生活を
チームで支えることが
できる。

DP14：国際・地域社会
のニーズの変化に対応
し、生涯を通して自己を
高めることができる。

【総合的な看護実践能力】

DP2～7

DP8

DP1～8

DP2：対象を地域で暮らす人と
して全人的にとらえて説明でき
る。
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暮らしと
看護

健康増進看護総論
Ⅰ地域保健 Ⅱ成育保健
Ⅲ成人老年保健 Ⅳ精神保健

健康増進ケア論 Ⅱ対象の発達段階に応じた地域看護活動

Ⅰ地域保健看護活動の基礎 Ⅲ健康課題の特性に応じた地域看護活動

Ⅳ学校・産業保健活動

成育健康回復ケア論Ⅰ

成育健康回復ケア論Ⅱ
成人健康回復ケア論
老年健康回復ケア論
精神健康回復ケア論
在宅健康回復ケア論

いのち
と看護

災害支援論

地域包括チームケア論

長期療養生活看護総論 長期療養生活ケア論

看護管理論

健康増進ケア論発展
実習

長期療養生活ケア論実習

看護統合演習

暮らし探索
フィールドワーク

看護研究 卒業研究Ⅱ

看

護

実

践

能

力

育

成

科

目

看
護
探
究
科
目

CP4
学生が看護職としての専門性を築きつつ、
着実に看護実践能力を修得できるように、
学生の意欲・関心を起点とし、それらを
拡大発展できるように授業科目を配置し
ます。

CP3
1～2年次には、キャリア教育を含む幅広
い総合的な内容からなる共通教育科目と
ともに、主要概念に基づく看護構想科目
群を主体的に学び、豊かな人間性を有す
る自律した医療人としての基礎を育む構
成とします。

CP5
初年次から、「生活機能援助論」を開講し、
看護への関心を専門職としての知識・スキ
ル・態度の修得に方向づけ、主体的な学習
態度を修得できるように配置します。

CP6
「生活機能援助論」は、基礎看護技術と専門

領域の技術を統合して教授します。
そして、対象の健康状態や出現症状を適
切にアセスメントし、援助技術を考案・実施
・評価することにより、どのような場におい
ても対象に必要な援助を自ら判断し提供で
きる看護実践能力を育む構成とします。

CP7
看護実践能力育成科目群は、保健師と看
護師の役割を統合して果たせる実践能力
を育成するために、対象の健康レベルを枠
組みとして、健康な人を対象とする健康増
進看護、健康障害を有する人を対象とする
健康回復看護、さらに長期療養を必要とす
る人を対象とする長期療養生活看護として
編成します。また、多職種とのチームケア能
力を育むために他学部学生と学ぶ時間を設
けた地域包括チームケア論や災害支援論
などの発展科目も配置します。

CP9
初年次から、多文化について学び国際的
視野を養うとともに、「暮らし探索フィール
ドワーク」等により人々の地域での暮らしに
関心をもてるようにし、社会に貢献する
看護を様々な視点から探究する「卒業研
究」に発展できるように編成します。

CP8
実習では、最初に「既修得理論・技術」の学
習の時間を設けます。また、実習後には、
実習内容を整理・統合する「実践と理論の
統合」の時間を設け、看護の役割の明確化
と自覚を高めるとともに、自身の看護実践を
説明可能なものとできるように構成します。

共通教育科目

〔人間教養科目〕自然科学（2）
生命科学 環境科学

DP1（知識・技能）
いのちについて多角的
にとらえ検討して説明
できる。

DP2（知識・技能）
対象を地域で暮らす人
として全人的にとらえて
説明できる。

DP3（思考・判断・表現）
様々な健康レベルにある
対象の生活・健康状態を
根拠に基づいて判断する
能力が身についている。

DP6（関心・意欲・態度）
対象の尊厳を護る態度
が身についている。

DP5（思考・判断・表現）
対象の健康課題を解決
する能力が身について
いる。

DP4（思考・判断・表現）
対象から信頼される関係
を築くことができる。

DP7（関心・意欲・態度）
地域包括ケアチームに
おいて保健師と看護師
の役割を統合した看護
の専門性を発揮し、協働
できる能力が身について
いる。

DP8（関心・意欲・態度）
よりよい看護実践に意
欲と関心をもち、グロー
カルな視点を基に探究
し続ける姿勢が身につ
いている。

【人材養成像】いのちをとうとび、はぐくみ、つなぐことを基本姿勢とし、人々が地域において健康的な暮らしを営めるように、よりよい健康課題の解決法を探究しつつ取り組むことができる看護職

主
要
概
念

科
目
群

アドミッション・
ポリシー

カリキュラム・ポリシー

DP9
その人らしい地域での暮
らしを支えることができる。

DP10
生活に密着した予防活
動を行うことができる。

DP11
健康課題の解決を手助
け、支援することができ
る。

DP12
生活機能の回復・維持を
手助け、支援することが
できる。

DP13
健康的な生活をチームで
支えることができる。

DP14
国際・地域社会のニーズ
の変化に対応し、生涯を
通して自己を高めること
ができる。

【総合的な看護実践能力】

看護展開
基礎実習

援助関係論

看護学概論

看護展開基礎論

生活機能援助論
Ⅰ：安全をまもる機能
Ⅱ：生きるを支える機能

Ⅲ：食物・水分摂取を支える機能
Ⅳ：排便・排尿を支える機能

Ⅴ：動くを支える機能
Ⅵ：休むと情報交換を支える機能

Ⅶ：子どもを産み育てることを支える機能

Ⅷ：救命救急・診療の補助
Ⅸ：在宅展開・事例展開

看護倫理

家族看護論

健康回復看護総論

健康回復過程論
Ⅰ急性‐回復期・治療過程における看護 Ⅲ人生最期のとき・外来通院

Ⅱリハビリ期・慢性期の看護 期の看護

成育健康回復ケア概論
成人老年健康回復ケア概論
精神・在宅健康回復ケア概論

専門基礎科目

看
護
実
践
コ
ア
科
目

地域社会論（前）
まちづくり概論（前）
地域経済論
環境経済論Ⅰ(前)
環境経済論Ⅱ

教育方法学
文化人類学（前）
社会心理学
日本史特論
鹿児島の歴史（前）

いのちをはぐくむ地球

生涯発達論

からだの仕組みと働きⅠ
体の仕組みと働きⅡ
代謝と栄養
からだの異常と発生メカニズム

感染と防御
からだの異常の診断技術
働く人の健康

薬理学
保健統計学
疫学
健康をまもる法律
保健医療福祉行政論
健康障害とその治療Ⅰ
健康障害とその治療Ⅱ
健康障害とその治療Ⅲ

健康障害とその治療Ⅳ

CP2
全開設科目を、看護構想、看護実践コア、
看護実践能力育成、看護探究の科目群に
分類し、体系的に編成します。

CP1
人材養成像を基に、保健師と看護師の役割
を統合して果たせる看護職を養成するための
カリキュラムの主要概念を「いのち」「人間」
「暮らし」 「健康」「看護」とし、教育科目を設
定します。

看

護

構

想

科

目

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

1年次 2年次 3年次 4年次

卒業研究Ⅰ

ディプロマ・ポリシー

（知識・技能）
AP1 看護学を学ぶ上で必要な基礎学力及び対人関係能力を有する人。

（思考力・判断力・表現力）
AP2 身近な問題を多角的・論理的に考え、説明できる人。
AP3 自身の体験したことを振り返り、他者が理解できるように説明できる人。

（関心・意欲・態度）
AP4 いのちをとうとび、はぐくみ、つなぐことに関心をもち、これを専門的に学ぶことに意欲のある人。
AP5 看護に必要な知識、スキル、態度を身につけることに熱心で、それらを発展させる意欲のある人。
AP6 地域に愛着をもち、地域のよりよい医療看護の発展に貢献したい意欲のある人。

医療情報活用論
暮らしをまもる制度

地球で生きるいのち

人

間

暮

ら

し

健

康

い
の
ち

看

護

<DP1> <DP2>

<DP3>

<DP4・5・6・7>

<DP11・12・13>

<DP9・10>

<DP14>

学修成果評価の重要科目 総合実践能力評価の重要科目

<DP8>

〔基礎科目〕キャリアデザイン（5）
コミュニケーション力育成 等

〔人間教養科目〕人文科学（10）
日本文学 等

〔人間教養科目〕地域志向（3）
地域創生Ⅰ・Ⅱ 等

〔コミュニケーションスキルズ科目〕英語（9）
英語オーラル・コミュニケーションⅠ・Ⅱ 等

〔コミュニケーションスキルズ科目〕第二外国語（9）
基礎中国語Ⅰ・Ⅱ 等

〔基礎科目〕
数理・データサイエンス・AI（3） 情報処理等
キャリアデザイン（2） 論理的思考と数的処理等

〔人間教養科目〕
社会科学（6） 日本国憲法 等
自然科学（2） 数学Ⅰ・Ⅱ
地域志向（8） 地域から世界へ 等

〔スポーツ・健康科目〕
講義（2） 現代社会とスポーツ 等
実習（5） スポーツ実習Ⅰ～Ⅴ

学部横断科目

健康増進ケア論実習 在宅健康回復ケア論実習

成育健康回復ケア論実習Ⅰ 成育健康回復ケア論実習Ⅱ

成人健康回復ケア論実習 老年健康回復ケア論実習

精神健康回復ケア論実習

看護キャリア発達論
＊（4）

健康回復看
護総論実習

人間と
看護

看護への招待
健康と
看護

共通教育科目（再掲）

〔人間教養科目〕
日本文学 外国文学 音楽文化論
日本史 西洋史 東洋史
東西文化の交流
地域創生Ⅰ・Ⅱ Japanology
地域から世界へ かごしま教養プログラム
かごしまフィールドスクール
海外インターンシップ

〔コミュニケーションスキルズ科目〕
英語オーラル・コミュニケーションⅠ・Ⅱ
英語海外研修 英語リーデリング
英語ライティング 英文読解の技法
Global Economy and Business
基礎中国語Ⅰ・Ⅱ 基礎フランス語Ⅰ・Ⅱ
基礎ドイツ語Ⅰ・Ⅱ 基礎韓国語Ⅰ・Ⅱ
韓国語海外研修

地域社会論（前）
まちづくり概論（前）
地域経済論
環境経済論Ⅰ(前)
環境経済論Ⅱ

文化人類学（前）
日本史特論
鹿児島の歴史（前）

看護学概論（再掲）＊（2）

専門基礎科目(再掲)

共通教育科目

新入生ゼミナール

＊（ ）は国際看護・保健に
関するコマ数を示す

健康増進ケア論Ⅲ（再掲）

＊（2）
健康増進ケア論Ⅳ（再掲）

＊（2）

健康増進ケア論Ⅰ（再掲）

＊（1）
健康増進看護総論Ⅰ （再掲）

＊（2）

■看護学部看護学科カリキュラムマップ 資料2
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最低修得 最低修得

必修 選択 必修 選択 単位数 必修 選択 単位数

110027 2 30 前 1 104480 いのちをはぐくむ地球 1 15 1 前（集） 1

100076 データサイエンス・AI入門 2 30
履修
指定

前 1 104610 地球で生きるいのち 1 15 1 後 1

100076 情報処理 2 30 前 1 103711 教育方法学 2 30 前 1

104170 2 30 後 1 203890 文化人類学　♦ 2 30 前 1

116070 2 30 前（後） 1 203614 社会心理学 2 30 後 1

106070 2 30 前 1 202100 2 30 後 1

106070 2 30 後 1 202197 2 30 前 1

206070 2 30 前 3 101430 生涯発達論 2 30 2 後 2

206070 2 30 後 3 103335 地域社会論　♦ 2 30 前 1

206070 2 30 後 2 203335 まちづくり概論　♦ 2 30 前 1

206070 2 30 前 3 203329 地域経済論　♦ 2 30 後 1

109100 2 30 前（後） 1 205190 環境経済論Ⅰ　♦ 2 30 前 1

109300 2 30 前 1 205190 環境経済論Ⅱ　♦ 2 30 後 1

107620 2 30 後 1 104929 医療情報活用論 1 15 1 後 2

102100 2 30 前（後） 1 103640 暮らしをまもる制度 1 15 1 後 2

102300 2 30 前（後） 1 104911 からだの仕組みと働きⅠ 1 30 1 前 1

102200 2 30 前（後） 1 104911 からだの仕組みと働きⅡ 1 30 1 後 1

102090 2 30 前 1 104914 代謝と栄養 1 30 1 後 1

101000 2 30 前（後） 1 104916 1 30 1 後 1

101500 2 30 前（後） 1 104917 感染と防御 1 30 1 後 1

101401 2 30 前（後） 1 104921 からだの異常の診断技術 1 30 1 後 1

103210 2 30 前 1 104915 薬理学 1 30 1 前 2

103231 日本国憲法 2 30 前（後） 1 104929 働く人の健康 1 15 1 後 1

103110 2 30 前 1 104930 健康障害とその治療Ⅰ 1 30 1 前 2

103310 2 30 前（後） 1 104930 健康障害とその治療Ⅱ 1 30 1 前 2

103610 2 30 後 1 104930 健康障害とその治療Ⅲ 1 30 1 前 2

102901 2 30 前 1 104930 健康障害とその治療Ⅳ 1 30 1 後 2

104100 2 30 前 1 104980 保健統計学 1 30 1 前 2

104100 2 30 後 1 104980 疫学 2 30 2 前 2

104600 2 30 前（後） 1 104981 健康をまもる法律 1 30 1 前 2

104680 2 30 前（後） 1 104980 保健医療福祉行政論 2 30 2 前 2

103617 2 30 前 1 104929 看護への招待 1 30 1 前 1

103617 2 30 後 1 204929 看護学概論　♦ 1 30 1 後 1

102100 2 30 後 1 人間 204929 援助関係論 1 30 1 後 1

103336 2 30 前 1 204929 看護倫理 1 30 1 後 2

110000 2 30 前（集） 1 214929 生活機能援助論Ⅰ：安全をまもる機能 1 30 1 前 1

110000 2 30 前（集） 1 214929 生活機能援助論Ⅱ：生きるを支える機能 1 30 1 前 1

110000 2 90 後 1 214929 生活機能援助論Ⅲ：食物・水分摂取を支える機能 1 30 1 後 1

236070 3 120 前（後）集 2 214929 生活機能援助論Ⅳ：排便・排尿を支える機能 1 30 1 後 1

100000 2 30 前 1 214929 生活機能援助論Ⅴ：動くを支える機能 1 30 1 前 2

100000 2 30 後 1 214929 生活機能援助論Ⅵ：休むと情報交換を支える機能 1 30 1 前 2

100000 2 75 前 1 214929 生活機能援助論Ⅶ：子どもを産み育てることを支える機能 1 30 1 後 2

12831 1 30 前 1 214929 生活機能援助論Ⅷ：救命救急・診療の補助 1 30 1 後 2

128311 1 30 後 1 214929 生活機能援助論Ⅸ：在宅展開・事例展開 1 30 1 後 2

138300 2 90 前（集） 1 204929 家族看護論 1 30 1 後 2

128377 1 30 前(後） 1 204929 看護展開基礎論 1 30 1 前 2

128360 1 30 後 1 234929 看護展開基礎実習 2 90 2 前 2

108375 2 30 前 1 204929 1 30 1 後 1

108300 2 30 後 1 204929 1 30 1 後 1

118350 コミュニケーションのための英文法 2 30 前 1 204929 1 30 1 後 1

118378 2 30 後 1 204929 1 15 1 後 1

128200 1 30 前 1 204929 1 30 1 前 2

128200 基礎中国語Ⅱ　♦ 1 30 後 1 204929 1 30 1 後 2

128500 基礎フランス語Ⅰ　♦ 1 30 前 1 204929 1 30 1 後 2

128500 基礎フランス語Ⅱ　♦ 1 30 後 1 204929 1 30 1 後 2

128400 基礎ドイツ語Ⅰ♦ 1 30 前 1 204929 3 135 3 前・後 3

128400 基礎ドイツ語Ⅱ　♦ 1 30 後 1 204929 1 30 1 前 2

12829 基礎韓国語Ⅰ　♦ 1 30 前 1 204929 1 30 1 前 2

12829 基礎韓国語Ⅱ　♦ 1 30 後 1 204929 1 30 1 前 2

12829 韓国語海外研修　♦ 2 90 前（集） 1 204929 1 30 1 後 2

107801 日常生活に生かすスポーツ科学 2 30 前（後） 1 204929 1 30 1 前 2

107801 現代社会とスポーツ 2 30 前（後） 1 204929 1 30 1 前 2

127800 スポーツ実習Ⅰ（屋内集団球技） 1 30 前（後） 1 204929 1 30 1 前 2

127800 スポーツ実習Ⅱ（屋内個人球技） 1 30 前（後） 1 204929 1 30 1 前 2

127800 スポーツ実習Ⅲ（個人種目） 1 30 前（後） 1 204929 1 30 1 後 2

127800 スポーツ実習Ⅳ（屋外個人球技） 1 30 前 1 204929 1 30 1 後 2

127800 スポーツ実習Ⅴ（屋外集団球技） 1 30 前（後） 1 204929 1 30 1 後 2

204929 1 30 1 後 2

204929 1 30 1 後 2

234929 1 45 1 前 2

234929 3 135 3 前・後 3

234929 3 135 3 前・後 3

234929 3 135 3 前・後 3

234929 3 135 3 前・後 3

234929 3 135 3 前・後 3

234929 3 135 3 前・後 3

304929 1 15 1 後 3

304929 1 30 1 前 4

304929 2 90 2 前 4

334929 2 90 2 前 4

304929 1 30 1 前 4

314929 1 30 1 後 4

304929 地域包括チームケア論 1 30 1 後 3

304929 災害支援論 1 30 1 後 3

414929 1 30 1 後 1

404929 1 30 1 後 2

404929 1 30 1 前 4

404929 1 30 1 後 4

404929 1 30 1 後 4
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看
護
探
究
科
目
♦

暮らし探索フィールドワーク

看護研究

卒業研究Ⅰ

卒業研究Ⅱ

看護キャリア発達論

探究

看護

共通教育科目計

コ

ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ

ョ
ン

ス

キ

ル

ズ

科

目

英語

健康回復看護総論実習

ス

ポ
ー

ツ

・

健

康

科

目

専門基礎科目計 79

在宅健康回復ケア論実習

発

展

長

期

療

養

生

活

看

護

健

康

回

復

看

護

老年健康回復ケア論

長期療養生活看護総論

長期療養生活ケア論

長期療養生活ケア論実習

健康増進ケア論発展実習

看護管理論

看護統合演習

学

部

横

断

科

目

健康増進ケア論Ⅲ：健康課題の特性に応じた地域看護活動　♦

健康増進ケア論Ⅳ：学校・産業保健活動　♦

前 2

確率と統計

成育健康回復ケア概論

健康

成人老年健康回復ケア概論

精神・在宅健康回復ケア概論

成育健康回復ケア論実習Ⅰ

15 1

キャリア形成のための一般教養Ⅳ

暮らし

4単位
以上

日本史　♦

倫理学

在宅健康回復ケア論

暮らし

人間

看

護

導

入

科

目

キャリアデザイン

人文科学

15 1

数学Ⅰ
暮らし

数学Ⅱ

生命科学

環境科学

法学

政治学

経済学

社会学  

地理学

104929

看
護
構
想
科
目

15 1

暮らし

いのち

1

1

コミュニケーション力育成

人間

キャリア形成のための一般教養Ⅰ 日本史特論　♦

後 1

必修科目
10単位

選択科目
8単位以上

人間
4単位
以上 1

キャリア形成のための一般教養Ⅱ

15 1

2

論理的思考と数的処理
暮らし

キャリア形成のための文章力育成

日本文学　♦

人間

1

鹿児島の歴史　♦

キャリア形成のための一般教養Ⅲ

後

後 2

東洋史　♦

健康増進ケア論Ⅰ：地域保健看護活動の基礎　♦

健康増進ケア論Ⅱ対象の発達段階に応じた地域看護活動

健康増進ケア論実習

健康回復看護総論

暮らし

18 精神健康回復ケア論

看
護
実
践
コ
ア
科
目

地域から世界へ　♦

海外インターンシップ　♦

教養特講Ⅰ

教養特講Ⅱ

人間

英語海外研修　♦

英語リーディング　♦

成育健康回復ケア論Ⅰ

成育健康回復ケア論Ⅱ

成人健康回復ケア論

英語オーラル・コミュニケーションⅠ♦

英語オーラル・コミュニケーションⅡ♦

英語ライティング　♦

英文読解の技法　♦

Global Economy and Business　♦

基礎中国語Ⅰ　♦

看
護
実
践
能
力
育
成
科
目

健康増進看護総論Ⅰ：地域保健　♦

成人健康回復ケア論実習

老年健康回復ケア論実習

精神健康回復ケア論実習

からだの異常と発生メカニズム

心理学

西洋史　♦

看
護
構
想
科
目
群

主要
概念

科目区分

講義

実習

コア

健康

いのち

暮らし

暮らし

TOEIC・TOEFL対策

関連

中国語

フランス
語

第二外国
語

ドイツ語

韓国語

看護学科共通教育科目
看護学科専門教育科目

専門基礎科目 専門科目

ナンバリ
ング

B_GEN
授業科目

単位数
時間 配当

年次
配当
年次

単位数
時間 開講

時期

ナンバリ
ング

B_NUR

主要概
念

授業科目配当
年次

科目群最低修得
単位数

開講
時期

科目区分 科目区分

人

間

教

養

科

目

教養特講Ⅲ

かごしま教養プログラム　♦

かごしまフィールドスクール　♦

ボランティア活動

東西文化の交流　♦

哲学

基

礎

科

目

新入生ゼミナール　♦

外国文学　♦

音楽文化論　♦

新入生ゼミナール

数理・データサイエン
ス・AI

地域創生Ⅰ　♦

社会科学

自然科学

地域志向

Japanology　♦

地域創生Ⅱ　♦

♦の科目は、看護探究科目群としても編成

32 専門科目計

統

合

科

目

授業科目
ナンバリ

ング
B_NUR

104929 いのちと看護

104929 人間と看護

暮らしと看護104929

健康と看護

健康増進看護総論Ⅱ:成育保健

健康増進看護総論Ⅲ:成人老年保健

健康増進看護総論Ⅳ：精神保健

健康回復過程論Ⅲ：人生の最期のとき・外来通院期の看護

健康回復過程論Ⅰ：急性-回復期・治療過程における看護

健康回復過程論Ⅱ：リハビリ期・慢性期の看護

健

康

増

進

看

護

成育健康回復ケア論実習Ⅱ

単位数
時間 開講

時期

■看護学部看護学科開設科目一覧 資料3

-審査意見（6月）（資料）-4-



地域を基盤に展開する看護の基本を学ぶ

<授業の概要及び方法>

<キーワード>

地域看護学　公衆衛生看護学　地域づくり　ヘルスケアシステム　  地域包括ケアシステム　在宅看護

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

１ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

２ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

３ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

４ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

５ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

1年次授業科目名 健康増進看護総論Ⅰ：地域保健 開講学期・単位 後期1単位 配当年次

授業の到達目標※
DP（ディプロマ・ポリシー）

担当者名 塩満智子、小玉博子、稻留直子

ナンバリン
グコード

B_NUR204929

使用言語 日本語で行う授業

授業形態 講義・演習

授業のテーマと概要

<授業のテーマ>

（概要）多様な発達段階や健康レベルの人々が暮らす地域において、家庭や地域を基盤に実施してきた公衆衛生看護実践及び訪問看護実践を
概説し、人々の健康生活を支える看護職の役割機能と基盤となる考え方について総体的な理解を深める。健康課題を抱えつつ自己管理を継続し
ている人々や、ケアを受けながら生活している人々が、その人らしく地域で暮らし続けることができるよう支えるための看護における基本的な考え
方と看護活動方法の原則を学ぶ。
（オムニバス方式・共同（一部）/全15回）
（塩満智子/6回)
地域看護の理念と基本、役割、倫理、及び地域看護の対象（個人／家族、地区／小地域、地域組織、自治体等）の特性や捉え方について学ぶ。
保健師活動の歴史的発展経緯を学ぶ。在宅療養を支える看護も含め、地域全体で健康を支える仕組みであるヘルスケアシステムにおける看護
職の役割・機能について学ぶ。
地域看護が対象とする人々の生活と健康課題の捉え方、地域看護活動の基本的考え方について学ぶ。地域全体の健康を支えるヘルスプロモー
ションの考え方、地域づくりの方法について学ぶ。
（稻留直子/2回）
国際保健の発展とWHOをはじめとする国際的な保健医療機関の役割・活動を踏まえ、国や地域間にみられる健康水準や保健医療サービスの現
状から、地球規模の保健医療に関する課題の解決に向けたグローバル・ヘルスの概念について学ぶ。他国における「地域を基盤とした看護」の歴
史や各国のヘルスケアシステムの現状についてグループディスカッションを交えて学ぶ。
（小玉博子/5回）
医療や看護、介護を受けながら地域で暮らす対象の生活を理解し、生活の場に応じた在宅看護の特徴と看護の役割について学ぶ。在宅療養者
の健康生活を支えるヘルスケアシステムについて、在宅看護が提供される場とその拡大の背景にある現在の社会状況を理解し、療養者・家族を
支える地域包括ケアシステム、在宅ケアを支える機関・システム・制度について学ぶ。
（塩満智子・小玉博子/2回）（共同）
看護の基本的考え方として、家族を単位とした援助について、事例演習により学ぶ。

５．地域看護の基本的な考え方３　予防の概念と看護が行う予防活動　（講義） 塩満

地域全体を対象とした地域看護の目的を理解する。

国・地域における看護の基本的な考え方を理解する。

個人・家族・地域生活集団を対象とした看護活動方法の特徴を理解する。

人々の健康生活を支えるヘルスケアシステムの成り立ちを理解する。

ヘルスケアシステムの中で機能する看護の役割を理解する。

授　業　内　容

１．地域を基盤とした看護活動の目的と活動方法・活動体制の特徴（講義） 塩満

２．地域を基盤とした看護の目標
 人々の社会生活を豊かにする、自立・自己実現を支える
 人々の主体性・問題解決能力を高めることの必要性・意義

塩満

３．地域看護の基本的な考え方１　生活の営みに即した援助①　（講義）
  人間の生活と健康
 地域で暮らす人々の理解　　家族・コミュニティーの理解

塩満

４．地域看護の基本的な考え方２　生活の営みに即した援助②　　（講義）
 地域で暮らす人々の理解　在宅療養者の生活の理解

塩満

■シラバス 資料4
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定期試験 〇 〇 〇 〇 〇

小テスト 〇 〇 〇 〇 〇

レポート 〇 〇 〇 〇 〇

実技試験

グループワークの取り組み 〇 〇 〇 〇 〇

授業への参加度 〇 〇 〇 〇 〇

)

令和5年度開講

稻留

11．.地域を基盤にした看護の歴史とヘルスケアシステムの変遷２：国際保健から
グローバル・ヘルスへの発展

稻留

６．地域看護の基本的な考え方４　家族を単位とした援助の理解①
       事例演習（講義・演習）

塩満・小玉

７．地域看護の基本的な考え方５　家族を単位とした援助の理解②　（演習・講
義）

塩満・小玉

８．地区活動の目的：地区活動で目指すもの、活動対象の捉え方、地区活動の
プロセス

小玉

15．ヘルスケアシステムの中で機能する看護③　地域包括ケアシステムにおける
看護の役割

小玉

16.  定期試験 塩満・小玉

授
業
の

予
習
・
復
習

毎回、前回までの講義内容を基にした発展的内容を講義するので、それまでの学習内容を整理し、着実に理解して、講義に臨んでくださ
い。

授
業
計
画

12．　地域を基盤にした看護の歴史とヘルスケアシステムの変遷３：国内におけ
る在宅療養を支えるしくみ・訪問看護の発展

塩満

13．ヘルスケアシステムの中で機能する看護①　多職種・多機関連携 小玉

14．ヘルスケアシステムの中で機能する看護②　人々のニーズに即したケア体
制構築

小玉

９．地区活動と地域づくり　ヘルスプロモーションの概念（演習と講義） 小玉

1０．地域を基盤にした看護の歴史とヘルスケアシステムの変遷１：国際機関や
ODAの仕組みと役割

10

使
用
教
材
な
ど

最新公衆衛生看護学　第3版　総論、日本看護協会出版会

設定した授業の到達目標※ 1 2 3 4 5 評価割合（％）
評価方法

40

20

10

その他（ 

履
修
上
の
留
意
事
項

授
業
時
間
外
の
対
応

・オフィスアワー等については初回授業で説明します。

・定期試験の受験資格は、3分の2以上の出席とします。但し欠席届の提出により正当な理由と判断した場合には、考慮を検討します。

・遅刻は授業への参加度における減点対象とします。正当な理由のない20分以上の遅刻は、欠席扱いとします。

・授業中の退出は、やむを得ない場合を除き、授業への参加度における減点対象とします。

・授業中の携帯電話機の使用は禁止とします。

・授業の計画は、受講者の理解度に応じ、適宜変更することがあります。

前年度の授業評価

前年度のFD(授業改善)授業の取り組み状況 期末授業アンケート 公開授業

-審査意見（6月）（資料）-6-



地域看護活動の基礎知識及び技術の理解

<授業の概要及び方法>

<キーワード>

個別支援、地区診断、健康教育

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

１ 地区診断の目的・技術を理解できる。 〇 〇 〇

２ 個別支援のプロセス・技術を理解できる。 〇 〇 〇 〇 〇 〇

３ 健康教育に用いる理論・モデル及び技術を理解できる。 〇 〇

４ 海外の地区活動理論・モデルを理解できる 〇 〇 〇

５

14．地区診断演習⑦　地域の健康問題に即した健康教育の実施・　評価（演習・講義）

15．海外における地域づくり活動- Community as Partner　Model,　Community　Action Ｍodel等を用いた地区活動（講義・演習）

授業形態 演習・講義

授業のテーマと概要

（概要）地域で生活する個人/家族、生活基盤としての地区/小地域、地域の住民組織/地域組織への支援に必要な基本的知識・技術について学
ぶ。地域の人々の健康やQOLの維持向上を目指して展開される個別支援の方法と、小集団や一定地域等のコミュニティ全体を対象とした地区活
動の基本的な実践プロセスを学ぶ。個別支援の方法では、地域で暮らす人の生活全体を捉え、支援する方法、地区活動においては、顕在・潜在
する健康課題を、地区踏査、地域の文化や価値観などを踏まえつつ、アセスメントし、地域の課題として整理する地区診断の方法を学ぶととも
に、それらの課題への支援計画、及び活動評価を行う一連の地域看護活動の展開のプロセスを、地区活動の手段として行う健康教育の実践プ
ロセスを通して学ぶ。海外における地域づくり活動の事例を通して、国や地域間の実情を踏まえた地区診断及び地区活動の方法を学ぶ。

授
業
計
画

授　業　内　容

授業の到達目標※
DP（ディプロマ・ポリシー）

<授業のテーマ>

６．地区活動の基本　地区活動の手段としての家庭訪問・健康教育（講義）

８．地区診断演習①　地区診断のための情報収集１　（演習・講義）

９．地区診断演習②　地区診断のための情報収集２　（演習・講義）

※ 毎回講義終了前に小レポート（質問・意見・感想等）を記入する

10．地区診断演習③　地域の健康問題の明確化１　（演習・講義）

12．地区診断演習⑤　地域の健康問題に即した健康教育の計画立案　（演習・講義）

13．地区診断演習⑥　地域の健康問題に即した健康教育の準備（演習・講義）

2年次授業科目名 配当年次前期1単位開講学期・単位健康増進ケア論Ⅰ：地域保健看護活動の基礎

担当者名 米増直美

ナンバリング
コード

B_NUR204929

使用言語 日本語で行う授業

16．定期試験

１．個別支援の方法①　対象の生活を捉える方法（講義）

２．個別支援の方法②　対象の生活を捉えることを体験する（演習）

３．個別支援の方法③　対象の生活を捉えることを体験する（演習）

４．保健指導とは　教育的対応と相談的対応

５．個別保健指導の方法　保健指導の計画・実施・評価　（演習）

７．地区活動の展開方法　地区診断・地区活動計画作成　（講義）

11．地区診断演習④　地域の健康問題の明確化２　（演習・講義）

-審査意見（6月）（資料）-7-



定期試験 〇 〇

小テスト

レポート 〇 〇

実技試験

グループワークの取り組み 〇 〇

授業への参加度 〇 〇

その他（ )

・オフィス・アワー等については、初回授業のときに説明します。

・遅刻は授業への参加度における減点対象とします。正当な理由のない20分以上の遅刻は欠席扱いとします。

・授業中の退出はやむを得ない場合を除き、授業への参加度の減点対象とします。

・上記の授業計画は、受講者の理解度に応じて適宜変更することがあります

令和6年度開講

【予習】事前に配布した資料及び教科書の該当する章に目を通し、授業の概要を把握しておく（毎授業前0.5時間程度）。
【復習】授業の内容を資料及び教科書で再確認しておくこと（毎授業後0.5時間）。

身近な家族・地域における健康課題に対して、自身がどのように個人、集団、地域に対しアプローチできるか考えてみましょう

30

1 2 3 4
評価方法

設定した授業の到達目標※

20

評価割合（％）

〇

5
〇

公開授業

〇

前年度の授業評価

・授業回数の3分の2以上の出席をしていない者には、定期試験の受験資格は認めません。欠席届の提出により正当な理由がある場合
　には、考慮することもあります。

履
修
上
の
留
意
事
項

授
業
時
間
外
の
対
応

40

10〇

教科書：1．最新公衆衛生看護学　第3版　総論、日本看護協会出版会
　　　　 　２．ワークブック　地域・公衆衛生看護活動事例演習、クオリティケア
その他：内容に応じて資料を配布します。

使
用
教
材
な
ど

授
業
の

予
習
・
復
習

前年度のFD(授業改善)授業の取り組み状況 期末授業アンケート

-審査意見（6月）（資料）-8-



健康課題の特性に応じたヘルスニーズ及び看護活動の実際と根拠となる関連法規の理解

<授業の概要及び方法>

<キーワード>

精神障害者　難病　感染症　ヘルスニーズ　保健医療福祉介護制度　健康危機管理　地域包括ケアシステム　

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

１ 健康課題別に人々のヘルスニーズの特徴を理解する。 〇 〇 〇

２ 地域保健医療福祉介護に関わる政策・制度を理解する。 〇 〇

３ 〇 〇 〇 〇

４ 〇 〇

５ 地域包括ケアシステムを整える看護の役割について学ぶ。 〇 〇 〇 〇 〇

<授業のテーマ>

1.　精神障害者の地域保健医療福祉対策における看護活動①　　精神保健医療福祉対策の現状と課題
　
　
2.　精神障害者の地域保健医療福祉対策における看護活動②　　精神障害者を地域で支えるための活動、保健師の役割

3.　精神障害者の地域保健医療福祉対策における看護活動③　　心の健康づくりのための保健福祉対策と保健師の役割

4.　難病保健医療福祉対策における看護活動①　難病対策の歴史的変遷と現状

5.　難病保健医療福祉対策における看護活動②　難病患者・家族がかかえる問題の特徴

2年次授業科目名
健康増進ケア論Ⅲ：健康課題の特性に応じた
地域看護活動

開講学期・単位 後期1単位 配当年次

担当者名 米増直美、稻留直子、塩満智子

ナンバリング
コード

B_NUR204929

使用言語 日本語で行う授業

授業形態 講義・演習

授業のテーマと概要

　(概要）地域を基盤とした看護活動の基本的考え方及び方法論を中核に、具体的な活動展開の方法を、対象の健康課題の特性に応じた活動か
ら学ぶ。わが国の保健医療福祉介護制度と看護活動の歴史的変遷をふまえて、保健医療福祉介護サービスシステムのサブシステムとして機能す
る看護職の役割について理解する。すべての人々が住み慣れた地域でQOLの高い暮らしの継続を目指し、社会的変化を把握しながら、多様な専
門職や地域住民と協働し、地域診断に基づいた地域の健康水準を高める事業化、施策化、社会資源の開発、システム化を実践していく基本的考
え方と方法を学ぶ。また、在日外国人の背景や健康課題を理解し、異文化・多文化を理解することの重要性や感染症、化学汚染、放射能汚染な
ど、国境を越えて人々の健康に重大な影響を及ぼす健康危機における看護活動について学ぶ。演習を通して、高齢者だけでなく障害者も含めた
地域包括ケアシステムの有り様を描き、ヘルスケアシステムを整える看護職の役割について検討し、理解を深める。
（オムニバス方式・共同（一部）/全15回）
（稻留直子/5回）
健康課題（精神障害者・健康危機管理）の特性に応じた地域保健活動の実践について、ヘルスニーズの現状に対し、サービス提供システムやそ
の他の社会資源がどのように地域看護活動に活かされているのか、また地域看護活動の根拠となる関連法規を理解する。
（米増直美/4回）
健康課題（難病）の特性に応じた地域保健活動の実践について、ヘルスニーズの現状に対し、サービス提供システムやその他の社会資源がどの
ように地域看護活動に活かされているのか、また地域看護活動の根拠となる関連法規を理解する。
（塩満智子/3回）
健康課題（感染症）の特性に応じた地域保健活動の実践について、ヘルスニーズの現状に対し、サービス提供システムやその他の社会資源がど
のように地域看護活動に活かされているのか、また地域看護活動の根拠となる関連法規を理解する。
（米増直美・塩満智子・稻留直子/3回）（共同）
地域看護の対象である様々な場や個人・集団レベル、ライフサイクルにある人々を包括的に支援する地域包括ケアシステムについて、演習を通し
て検討する。

授業の到達目標※
DP（ディプロマ・ポリシー）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

授　業　内　容

多様な住民のヘルスニーズに対して、既存の保健医療福祉制度を適用させていく
看護活動を理解する。

既存の制度を発展させ、新たな制度を作り上げていく看護の役割・機能について
学ぶ。

-審査意見（6月）（資料）-9-



定期試験 〇 〇 〇 〇

小テスト

レポート 〇 〇 〇 〇

実技試験

グループワークの取り組み 〇 〇 〇 〇 〇

授業への参加度 〇 〇 〇 〇 〇

その他（ )

・オフィス・アワー等については、初回授業のときに説明します。

・遅刻は授業への参加度における減点対象とします。正当な理由のない20分以上の遅刻は欠席扱いとします。

・授業中の退出はやむを得ない場合を除き、授業への参加度の減点対象とします。

・上記の授業計画は、受講者の理解度に応じて適宜変更することがあります。

令和6年度開講

6.　難病保健医療福祉対策における看護活動③　難病患者を支援するケアチームづくり、ケア体制づくり

7.　感染症対策と看護活動①　感染症対策の法制度と歴史的変遷

8.　感染症対策と看護活動②　ハンセン病対策、結核対策の歴史から学ぶ

9.　感染症対策と看護活動③　ＨＩＶ、肝炎対策と保健師活動

10.　在日外国人の健康課題と看護

発達段階別・健康課題別のヘルスニーズを総合的に捉え、人々が健康を保持増進しながらその人らしく暮らしていくことができる地
域のありようを描く。健康な地域づくりのために必要なヘルスケアシステムは何か、人々の主体的な健康づくりを支援するための看
護職の役割は何かを総体的に検討し、包括的支援体制構築について考える。

授
業
の
予
習
・
復
習

【予習】事前に配布した資料及び教科書の該当する章に目を通し、授業の概要を把握しておくこと（毎授業前0.5時間程度）。
【復習】授業の内容を資料及び教科書で再確認しておくこと（毎授業後0.5時間）。
身近な地域における保健医療福祉介護の制度にどのようなものがあるか、また、生活する人々とどのように関わっているかを自身の日常生
活を通して考えてみましょう。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
授
業
計
画

16.　定期試験

11.　健康危機管理における看護職の役割①　国境を越えて人々の健康に重大な影響を及ぼす健康危機における対策

12.　健康危機管理における看護職の役割②　　災害時の保健医療ニーズと保健医療体制、看護職の役割

13-15.　包括的支援体制の構築と看護職の役割　　（演習）

使
用
教
材
な
ど

教科書：最新公衆衛生看護学　第3版　総論、各論１、日本看護協会出版会
その他：内容に応じて、資料を配布します

評価方法

30

20

評価割合（％）1 2 3 4 5
設定した授業の到達目標※

前年度のFD(授業改善)授業の取り組み状況 期末授業アンケート 公開授業

40

10

履
修
上
の
留
意
事
項

授
業
時
間
外
の
対
応

前年度の授業評価

・授業回数の3分の2以上の出席をしていない者には、定期試験の受験資格は認めません。欠席届の提出により正当な理由がある場合に
は、考慮することもあります。

-審査意見（6月）（資料）-10-



活動場所の特性に応じた保健活動の展開を理解する

<授業の概要及び方法>

<キーワード>

産業保健　学校保健　　国際保健

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

１ 産業保健の意義・目的及び関係法規について理解する。 〇 〇

２ 労働と健康との関連を理解する。 〇 〇 〇

３ 学校保健の意義・目的及び関係法規について理解する。 〇 〇

４ 学校における看護専門職の役割と多職種との連携について理解する。 〇 〇 〇 〇

５ 地域特性に応じた保健活動の在り方を理解する。 〇 〇 〇

１．産業看護活動の理念と背景　就労の視点からみた人々の健康問題 塩満

塩満

塩満

4．働く人々の健康を支援する制度 塩満

5．産業保健活動の実際（講義） ゲストスピーカー

6．学校保健活動の意義と現状 稻留

7．学校における看護専門職の役割と機能 稻留

8．保健管理・安全管理の意義と現状 稻留

9．保健教育の理解①　学校における保健教育　教科保健の進め方（演習・講義） 稻留

DP（ディプロマ・ポリシー）

授
業
計
画

授　業　内　容

<授業のテーマ>

授業の到達目標※

2．労働と健康の相互関連性①：労働による健康影響　職業病　作業関連疾患等

3．労働と健康の相互関連性②：健康による労働への影響　疾病・障害を持ちなが
ら働くことを支える

授業形態 講義・演習

授業のテーマと概要

（概要）地域を基盤とした看護活動の基本的考え方及び方法論を中核に、具体的な活動展開の方法を、活動場所の特性に応じた看護実践から学
ぶ。学校・産業という場の特性を理解し、それぞれの場における看護の理念、活動展開の特性、職業倫理について学び、それぞれの場での活動
を行う看護の役割について探求的に理解する。また、地域特性に応じた活動として、離島・へき地における活動、都市部における活動、海外にお
ける保健師活動について学び、地域特性に応じて活動を構築していく方法を理解する。
総括では、海外の保健活動も含めて地域を基盤とした看護の考え方をディスカッションにより確認する。
（オムニバス方式・共同（一部）/全15回）
（塩満智子/6回）
産業保健の意義と目的、労働衛生に関する法規と管理体制について理解する。そして、現代の産業保健における課題である生活習慣病の予防、
メンタルヘルス関連障害の予防、過労防止、職業性疾病予防など、職場における多様な健康支援活動について学ぶ。
また、産業保健師をゲストスピーカーとして招き、地域特性に応じた活動：都市部における保健師活動産業保健の実際について学ぶ。
（稻留直子/8回）
学校保健の場の特性、意義と目的、学校保健関連法規、学習指導要領、養護教諭の役割を理解する。そして、学校保健統計の分析による児童・
生徒の健康状態把握の仕方、事故予防について理解するとともに、現代の学校保健における不登校や虐待などの諸課題への対策等について考
察する。
また、養護教諭をゲストスピーカーとして招き、学校保健活動の実際について学ぶ。
さらに、地域特性に応じた活動として、離島・へき地における保健師活動、海外における保健師活動についても学ぶ。
（塩満智子・稻留直子/1回）（共同）
学習の統合演習

2年次授業科目名 健康増進ケア論Ⅳ：学校・産業保健活動 開講学期・単位 後期1単位 配当年次

担当者名 塩満智子、稻留直子

ナンバリン
グコード

B_NUR204929

使用言語 日本語で行う授業
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10．保健教育の理解②　児童生徒への保健指導と保健教育（演習・講義） 稻留

11．学校保健活動の実際（講義） ゲストスピーカー

稻留

13．地域特性に応じた保健活動②　都市部における保健活動（講義・演習） 塩満

14．地域特性に応じた保健活動③　海外における保健活動（講義・演習） 稻留

稻留・塩満

16．定期試験 稻留・塩満

定期試験 〇 〇 〇 〇

小テスト

レポート 〇 〇 〇 〇 〇

実技試験

グループワークの取り組み 〇 〇 〇 〇 〇

授業への参加度 〇 〇 〇 〇 〇

その他（ )

・オフィス・アワー等については、初回授業のときに説明します。

・授業中の退出はやむを得ない場合を除き、授業への参加度の減点対象とします。

・上記の授業計画は、受講者の理解度に応じて適宜変更することがあります。

令和6年度開講

〇

1

【予習】事前に配布した資料及び教科書の該当する章に目を通し、授業の概要を把握しておく（毎授業前0.5時間程度）。
　　　　　演習の準備として、自宅での個人ワークを課す場合がある
【復習】授業の内容を資料及び教科書で再確認しておくこと（毎授業後0.5時間）。

12．地域特性に応じた保健活動①　離島・へき地における保健活動　（講義・演
習）

15．学習の統合：国内外の実情を踏まえた看護活動の基本となる考え方と活動の
場における発展　（グループ演習）

評価方法

設定した授業の到達目標※

4 5

授
業
の
予

習
・
復
習

3

教科書：最新公衆衛生看護学　第3版　総論、各論２、日本看護協会出版会
その他：内容に応じて資料を配布します

使
用
教
材
な
ど

2

10

評価割合（％）

前年度のFD(授業改善)授業の取り組み状況 期末授業アンケート 公開授業

20

40

・授業回数の3分の2以上の出席をしていない者には、定期試験の受験資格は認めません。欠席届の提出により正当な理由がある場合に
は、考慮することもあります。

前年度の授業評価

履
修
上
の
留
意
事
項

授
業
時
間
外
の
対
応

30
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自身の看護職としてのキャリア発達について、検討・展望する

<授業の概要及び方法>

<キーワード>

キャリア発達、新人期の職場適応、卒業後継続教育システム、スペシャリスト、ジェネラリスト

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

１ 看護職としての発達過程を理解する。 〇 〇

２ 看護職の新人期における職場適応の仕方について理解する。 〇 〇

３ 〇 〇

４ 〇 〇

5 〇 〇

6 〇 〇

第1回 看護職としてのキャリア開発と自己研鑽

第2回 新人期における職業的・組織的社会化のプロセスとその対応

第3回　看護職のキャリア開発のための卒業後継続教育システムの考え方

第4回　看護職のキャリア開発のための卒業後継続教育システムの現状と課題

第5回　イギリスにおける看護職の役割と教育システムの現状

授業形態 講義・演習

授業のテーマと概要

　（概要）この科目では、卒業後に社会人として、看護職として、どのような発達過程をたどるとされているのかを理解し、看護職と
して生涯を通して学び続ける必要性を理解する。そして、国内外で活躍している先輩看護職から、自身の看護職としてのキャリア
開発に関する語りを聴講し、国際・地域社会の変化に対応し、自己を高める努力を続けている看護職としての多様な在り方と、地
域貢献の仕方があることを理解し、自らのキャリア発達について検討、展望できるようにする。
（オムニバス方式・共同（一部）/全15回）
（堤由美子/5回）

キャリア発達の過程を理解し、看護として専門性を発達させることの意義を検討し、生涯にわたる自己研鑽の必要性を理解でき
るようにする。また、新人期における職場適応過程とその重要性について、研究知見を基に講義し、新人期における職業的・組織
的社会化への適切な対応の仕方を検討できるようにする。
（中馬成子/2回）
　看護職のキャリア開発のための卒業後継続教育システム、その現状や課題についても学び、自身のキャリア開発について検討
できるようにする。
(鳥越郁代/3回）
　諸外国（イギリス、オーストラリア、アメリカ）における看護職の役割、またキャリア開発のための教育システムの現状について学
び、看護職の活躍の場の多様性を理解し、自身のキャリア開発について検討できるようにする。
（堤由美子・鳥越郁代/5回）（共同）
国内外で活躍する先輩看護師のキャリア開発に関する語りを傾聴し、自身の卒業後のキャリア開発について検討できるようにす
る。
（予定しているゲストスピーカー：専門看護師、JNP、認定看護師、ジェネラリスト、看護管理者、海外や離島などで活躍する看護職
など）

看護職のキャリア開発のための卒業後教育システムの現状と課題について理
解する。

DP(デイプロマ・ポリシー）
授業の到達目標※

<授業のテーマ>

授
業
計
画

授　業　内　容

4年次授業科目名 看護キャリア発達論 開講学期・単位

担当者名 堤由美子、 中馬成子、鳥越郁代

後期1単位 配当年次

ナンバリング
コード

B_NUR404929

使用言語 日本語で行う授業

先輩看護師の様々なキャリア開発の語りを積極的姿勢により傾聴し、自己と関
連づけながら検討できる。

自身の看護の質向上のために自己研鑽を行う必要性を理解することができる。

グローカルな視点を基に、自己のキャリア開発に関する展望をもつことができる。

-審査意見（6月）（資料）-13-



第6回　オーストラリアにおける看護職の役割と教育システムの現状

第7回　アメリカにおける看護職の役割と教育システムの現状

第12回　私のキャリア開発の歩みと思い②：海外で活躍している人　意見交換会

第13回　私のキャリア開発の歩みと思い③：地域に貢献する活動をしている人　意見交換会

第14回　先輩たちのキャリア開発の語りを傾聴した成果のまとめ（グループワーク）

第15回　全体討論：私（学生）のキャリア開発の展望

第16回　全学修過程の総括

毎回の授業内容の振り返り、整理・まとめを確実に行ってください。　

配布資料以外に、文献を紹介します。

定期試験

小テスト

レポート

グループ学習への取り組み

全体討議への参加姿勢

授業への参加度

その他（ )

＊上記の授業計画は、受講者の理解度に応じて適宜変更することがあります

令和8年度開講

前年度のFD(授業改善)授業の取り組み状況 期末授業アンケート 公開授業

〇 〇 60

20

10

10

前年度の授業評価

履
修
上
の
留
意
事
項

授
業
時
間
外
の
対
応

・自身の卒業後のキャリア開発について多角的に検討できる貴重な機会ですので、積極的に取り組み、有意義な時間にできるようにしてく
ださい。

・また、多くの先輩方にきていただき、お話をお聴きするので、自身の言動が他者に与える影響を考慮し、敬意を行動を通して表現できるよ
うに心がけて下さい。

・授業回数の3分の2以上の出席をしていない者には、レポート提出資格は認めません。欠席届の提出により正当な理由がある場合には、
考慮することもあります。

〇

使
用
教
材
な

ど

授
業
の
予
習
・

復
習

看護職としてのキャリア開発のための制度や資源について探求したことを整理し、ゲストスピーカーのキャリア開発に関する語りを積極的
に傾聴し、疑問点は質問するなどして具体的に理解して、検討できるようにしてください。

第10回　看護職のキャリア開発の現状（制度化とその他）と課題の探究成果の発表と全体討議　

第9回　グループ学習：看護職のキャリア開発の現状（制度と資源）と課題の探究②まとめとプレゼンテーション準備

第11回　私のキャリア開発の歩みと思い①：高度専門職　意見交換会

2 3
評価方法 %

評価割合設定した授業の到達目標※

4 5 6

第8回　グループ学習：看護職のキャリア開発の現状（制度と資源）と課題の探究①

〇

〇

〇 〇

〇

1

〇

〇 〇 〇 〇
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